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はじめに
　近年、ビックデータは、データを扱う周辺技術の進歩や
コストの低下によって、より利用されるようになった。
ビックデータのデータの解釈技術や、分析環境のクラウド
化などの環境変化は、今後の企業のマネジメントにも大き
く影響すると認識されている。
　企業のマネジメントに影響することが認識されている
中、企業のイノベーションの創出にはどのような影響を与
えるのか。本稿は、このビックデータが持つ特性がどのよ
うにプロダクトイノベーションに影響するかを調査したも
のである。
１ ．ビックデータ
　ビックデータとは、従来のシステムでは管理、分析が困
難になる大規模のデータのことである（五十嵐，2013）。
従来広く使われてきたリレーショナルデータベース管理シ
ステム（RDMS）で処理するのが困難な、数ギガバイトか
らペタバイトを超える、処理にかなりの時間を要する、通
常のパソコンで計算が終わらないデータなどを示す。
　このビックデータは、構造化
１
、半構造化
２
、非構造化
３
さ
れたデータに分類することができる（成，2015）。従来
データベースなどで管理されてきた構造化データと異な
り、非構造データの活用を示すことが多い。非構造化デー
タは、申込書、契約書や報告書などの紙の文書、パソコン
で作成されたオフィス文書、電子メールなどの通信文、音
声、ウェブコンテンツ、音楽・写真・映像などのデジタ
ル・コンテンツ、ファックス、スキャニングで得られた電
子化文書などのデータのことを示す。電子メールやブロ
グ、SNS などでやりとりされる非構造化データは、企業
が抱えるデータの約80％を占める。
　この非構造データを構造化し、分析材料とするが、この
非構造化データのデータ変換が全作業時間の90％を費やす
作業となる。このデータ変換の作業も自動化されつつあ
り、ますます活用可能性が高まる。
　この通常のパソコンで処理できない量のデータが、技術
進展によって処理できるようになり、処理にかかるコスト
も低下したため、企業のビックデータの活用の有無が企業
の競争力を高める要因として考慮されている。
　そして、ビックデータは、自動的なデータ収集や分析・
判断の仕組みを通じて、マシンラーニング等にも利用され
るようになっており、このマシンラーニングにおいても、
今後の発展の余地も大きい（図表１）。
　現在、システム開発のパラダイムにも変化をもたらして
おり、データの収集が自動的にシステムの開発の元となる
ことも予測されている。
２ ．ビックデータの低価格化
　ビックデータの分析のためには、以前、大規模のサー
バーを必要としていた。近年においては、ビックデータの
分析のためのサーバーを含む環境がクラウド化している。
クラウド化によって、導入時の初期費用の節約、処理可能
なデータ量の増大など、費用と共に処理能力も効率定期
なってきたのである。クラウドのビックデータのシステム
の主な提供業者は、CGP（Google Cloud Platform），AWS
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図表１：システム開発のパラダイムシフト
出所：福島ら（2017）
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はじめに 
近年、ビックデータは、データを扱う周辺技
術の進歩やコストの低下によって、より利用さ
れるようになった。ビックデータのデータの解
釈技術や、分析環境のクラウド化などの環境変
化は、今後の企業のマネジメントにも大きく影
響すると認識されている。 
企業のマネジメントに影響することが認識さ
れている中、企業のイノベーションの創出には
どのような影響を与えるのか。本稿は、このビ
ックデータが持つ特性がどのようにプロダクト
イノベーションに影響するかを調査したもので
ある。 
1. ビックデータ 
ビックデータとは、従来のシステムでは管理、
分析が困難になる大規模のデータのことである
(五十嵐, 2013)。従来広く使われてきたリレーシ
ョナルデータベース管理システム(RDMS)で処理
するのが困難な、数ギガバイトからペタバイト
を超える、処理にかなりの時間を要する、通常
のパソコンで計算が終わらないデータなどを示
す。 
このビックデータは、構造化1、半構造化2、非
構造化3されたデータに分類することができる(成,
 2015)。従来データベースなどで管理されてきた
構造化データと異なり、非構造データの活用を示す
ことが多い。非構造化データは、申込書、契約書や
報告書などの紙の文書、パソコンで作成されたオフ
ィス文書、電子メールなどの通信文、音声、ウェブ
コンテンツ、音楽・写真・映像などのデジタル・コ
ンテンツ、ファックス、スキャニングで得られた電
子化文書などのデータのことを示す。電子メールや
ブログ、SNSなどでやりとりされる非構造化デー
タは、企業が抱えるデータの約80%を占める。 
この非構造データを構造化し、分析材料とす
るが、この非構造化データのデータ変換が全作
業時間の90%を費やす作業となる。このデータ
変換の作業も自動化されつつあり、ますます活
用可能性が高まる。 
この通常のパソコンで処理できない量のデー
タが、技術進展によって処理できるようになり、
処理にかかるコストも低下したため、企業のビ
ックデータの活用の有無が企業の競争力を高め
る要因として考慮されている。 
そして、ビックデータは、自動的なデータ収
集や分析・判断の仕組みを通じて、マシンラー
ニング等にも利用されるようになっており、こ
のマシンラーニングにおいても、今後の発展の
余地も大きい(図表1)。 
現在、システム開発のパラダイムにも変化を
もたらしており、データの収集が自動的にシス
テムの開発の元となることも予測されている。 
図表1：システム開発のパラダイムシフト 
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（Amazon Web Services），Azure 等がある。この他、利
用者間でデータの売買が可能な環境が備えられ（日本デー
タ取引所，2018）、行政の他、企業や個人間でのデータの
取引も増加している。データに対する単価も低価額化して
おり、データの活用の道は広がりつつある（市嶋，2017）。
　一方で、SNS の提供者の方からもデータの取得用の
API が提供されており、テキストマイニングを中心とす
る SNS のキーワード分析用のデータがより取得しやすく
なってきたのである。
３ ．第 ４次産業革命とデータ
　データは、第４次産業革命の中でも重要なものとされて
いる。Fintech といった自動化、IoT センサーを中心とする
製造の効率化などにも、利用されている（日経 TRENDY，
2017）。そして、企業の活用方法が成功事例化している
（日経ビックデータ，2017，2018）。事例を纏めると、次の
ようにデータの活用方法が定型化できる（図表２
４
）。
① 　企業のシステム（ERP，SCM，CRM，POS 等）の業
務で使用しているデータの分析を利用し、顧客層の特定
し、購買行動を分析することで、顧客に見合ったサービ
スを提供することができる。
② 　企業の業務プロセス（特に製造業）に、IoT センサー
を利用することで環境データや製造・サービス運用の
データを分析することができる。業務プロセスの少力化
や、業務プロセスの高効率化ができる。企業によれば、
この分析をマシンラーニングし、業務を自動化すること
もある。
③ 　HTML、XML を分析することで、インターネット上
の顧客の購買行動を分析し、他の購買につなげることも
ある（主に EC 業界で現れるパターンである）。この他、
広告の候補顧客を特定し、広告効果を高めることもあ
る。
④ 　SNS 投稿を取得し、テキストマイニングを通じて、
企業のマーケティング活動の効果を分析する他、企業の
マーケティングのターゲットを特定することもある。
　このようにデータを活用することで、カテゴリ特性の分
析や、モニタリングと予測・制御、関連度の分析ができ
る。
　この他に、GPS データの人口移動を分析し、購買を促
進する事例（中国 OPPO）や、GPS で新たな情報体系を
作成する事例（Google）、この他に、データ取引所、Ullet
のように収集したデータの第３者への売買で収益を得た事
例もある。このようなデータ活用で、企業の競争力向上
や、ビジネスモデルの創出が発生しやすくなる。
　企業のマネジメントでの活用可能性が高まってきたデー
タの活用方法として、主に、マーケティング部門の市場調
査に留まっている。今後、データがイノベーションの創出
にどのように影響するのかについて整理して確認する必要
もあると思われる。
４ ．プロセスイノベーションとビックデータ
　イノベーションは、プロダクトイノベーションとプロセ
スイノベーションに分けて考えることができる。さらに、
プロダクトイノベーションは、持続的イノベーションとロー
エンド型破壊的イノベーション（Christensen、1997、以
下、ローエンド型イノベーション）、新市場型破壊的イノ
ベーション（Christensen、2003、以下新市場型イノベー
ション）に分けて考えることができる。
図表２　ビックデータの活用
出所 : 福島ら（2017）、上記の議論に基づいて著者作成
 
 
2. ビックデータの低価格化 
ビックデータの分析のためには、以前、大規
模のサーバーを必要としていた。近年において
は、ビックデータの分析のためのサーバーを含
む環境がクラウド化している。クラウド化によ
って、導入時 初期費用の節約、処理可能なデ
ータ量の増大など、費用と共に処理能力も効率
定期なってきたのである。クラウドのビックデ
ータのシステムの主な提供業者は、CGP(Google
 Cloud Platform), AWS(Amazon Web Service
s), Azure等がある。この他、利用者間でデータ
の売買が可能な環境が備えられ(日本データ取引
所, 2018)、行政の他、企業や個人間でのデータ
の取引も増加している。データに対する単価も
低価額化しており、データの活用の道は広がり
つつある(市嶋, 2017)。 
一方で、SNSの提供者の方からもデータの取
得用のAPIが提供されており、テキストマイニン
グを中心とするSNSのキーワード分析用のデー
タがより取得しやすくなってきたのである。 
3. 第 4次産業革命とデータ 
データは、第4次産業革命の中でも重要なもの
とされている。Fintechといった自動化、IoTセ
ンサーを中心とする製造の効率化などにも、利
用されている(日経TRENDY, 2017)。そして、
企業の活用方法が成功事例化している(日経ビッ
クデータ, 2017, 2018)。事例を纏めると、次の
ようにデータの活用方法が定型化できる(図表2)4。 
①企業のシステム(ERP, SCM, CRM, POS等)
の業務で使用しているデータの分析を利用し、
顧客層の特定し、購買行動を分析することで、
顧客に見合ったサービスを提供することができ
る。 
②企業の業務プロセス(特に製造業)に、IoTセ
ンサーを利用することで環境データや製造・サ
ービス運用のデータを分析することができる。
業務プロセスの少力化や、業務プロセスの高効
率化ができる。企業によれば、この分析をマシ
ンラ ニングし、業務を自動化 ともある。 
③HTML、XMLを分析することで、インター
ネット上の顧客の購買行動を分析し、他の購買
につなげることもある(主にEC業界で現れるパタ
ーンである)。この他、広告の候補顧客を特定し、
広告効果を高めることもある。 
④SNS投稿を取得し、テキストマイニングを
通じて、企業のマーケティング活動の効果を分
析する他、企業のマーケティングのターゲット
を特定することもある。 
このようにデータを活用することで、カテゴ
リ特性の分析や、モニタリングと予測・制御、
関連度の分析ができる。 
この他に、GPSデータの人口移動を分析し、
購買を促進する事例(中国OPPO)や、GPSで新た
な情報体系を作成する事例(Google)、この他に、
データ取引所、Ulletのように収集したデータの
第3者への売買で収益を得た事例もある。このよ
うなデータ活用で、企業の競争力向上や、ビジ
ネスモデルの創出が発生しやすくなる。 
企業のマネジメントでの活用可能性が高まっ
てきたデータの活用方法として、主に、マーケ
ティング部門の市場調査に留まっている。今後、
データがイノベーションの創出にどのように影
響するのかについて整理して確認する必要もあ
ると思われる。 
図表2 ビックデータの活用 
 
出所: 福島ら(2017)、上記の議論に基づいて著者作成 
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　ビックデータはプロセスイノベーションに直接影響する
と考えられる。IoT センサーの利用を通じて、業務プロセ
スが自動化できる。
　製造部門の生産工程の分析・ボトルネック分析ができ、
この原因を改善することで、プロセスが改善できる。この
他に、企業のマーケティング部門であれは、顧客情報の
データを分析することで、広告対効果の比率が高い顧客層
を探しだすことができる。その他に、離脱率の高い顧客層
を特定し、離脱への対応することができる。
５ ．持続的イノベーションとビックデータ
　プロダクトイノベーションにおいては、持続的イノベー
ションと破壊的イノベーションと分けて議論することがで
きる。持続的イノベーションは、既存の製品コンセプトの
競争軸に沿って、競争力を高める活動を意味する。Chris-
tensen（1997）は、企業が既存消費者の反応に集中するこ
とで持続的イノベーションが進むと述べている。例えば、
SNS から収集されるビックデータは、既存製品の顧客評
価であることから、持続的イノベーションの進展に影響す
ると考えられる（竹内，2015）。製品性能に関する SNS で
の投稿は、既存製品に対する消費者の反応を把握すること
ができる。既存製品への不満や改良点等のインターネット
投稿を収集し、その解決に挑むことができる。このように
分析された情報は、企業の持続的イノベーションの進展を
促進するという影響があると考えられる。
６ ．破壊的イノベーションへの影響
　ある製品に関する SNS の投稿とその投稿者の地域、所
得水準、或は家族構成員数のような人口統計のデータを同
時に利用することで、市場に存在する他社の製品のコンセ
プトと消費者の間のギャップを分析することができる。こ
のような分析は既存の製品の過度仕様を把握するにも繋が
る。つまり、製品性能の高度化に対して興味を示さない顧
客層に対するアプローチを可能にする。これは、ローエン
ド型イノベーションに、間接的に影響を与えると考えるこ
とができる。したがって、ビックデータは、ローエンド型
イノベーションを促進するという影響があると考えられる。
　SNS 等で現在の製品に対する評価が取れることから、
新奇製品の市場投入に対して、市場の反応を受けるは可能
である。この新奇な製品に対する情報の拡散がモニタリン
グできれば、新市場型イノベーションの出現の把握が可能
である。例えば、情報伝達のハブとなるユーザを特定し、
ユーザの反応を分析することもできる。つまり、新市場型
イノベーションの評価の方法として利用することを意味す
る。しかし、新奇な製品の開発企画にまでは、利用されに
くい部分がある。これに関しては、ビックデータが持つ
データの質の問題が存在すると考えられる。つまり、ビッ
クデータは、新市場型イノベーションには、イノベーショ
ンの普及を促進するという間接的な影響があるが、新市場
型イノベーションの判断材料として利用するような直接影
響はないと考えられる。
７ ．ビックデータにおける課題
　このようなビックデータには、解決しなければならない
課題が挙げられている。ビックデータの活用における問題
や、ビックデータの認知的問題が挙げられる。
　ビックデータの活用における問題は、次のようなことが
挙げられる。個人情報の管理（松村，2016）、オープン
ソースの利用、データの活用可能な人材の不足、分析結果
に基づく意思決定の困難性である（永松，2016，p.9-10）。
　ビックデータの認知的問題は、次のようなことが挙げら
れる。①認知バイアス
５
が存在する。②イノベーションに関
図表３　イノベーションへのビックデータの影響
出所：上記議論をまとめて著者作成
 
 
4. プロセスイノベーションとビックデータ 
イノベーションは、プロダクトイノベーショ
ンとプロセスイノベーションに分けて考えるこ
とができる。さらに、プロダクトイノベーショ
ンは、持続的イノベーションとローエンド型破
壊的イノベーション(Christensen、1997、以下、
ローエンド型イノベーション)、新市場型破壊的
イノベーション(Christensen、2003、以下新市
場型イノベーション)に分けて考えることができ
る。 
ビックデータはプロセスイノベーションに直
接影響すると考えられる。IoTセンサーの利用を
通じて、業務プロセスが自動化できる。 
製造部門の生産工程の分析・ボトルネック分
析ができ、この原因を改善することで、プロセ
スが改善できる。この他に、企業のマーケティ
ング部門であれは、顧客情報のデータを分析す
ることで、広告対効果の比率が高い顧客層を探
しだすことができる。その他に、離脱率の高い
顧客層を特定し、離脱への対応することができ
る。 
5. 持続的イノベーションとビックデータ 
プロダクトイノベーションにおいては、持続
的イノベーションと破壊的イノベーションと分
けて議論することができる。持続的イノベーシ
ョンは、既存の製品コンセプトの競争軸に沿っ
て、競争力を高める活動を意味する。Christens
en(1997)は、企業が既存消費者の反応に集中す
ることで持続的イノベーションが進むと述べて
いる。例えば、SNSから収集されるビックデー
タは、既存製品の顧客評価であることから、持
続的イノベーションの進展に影響すると考えら
れる(竹内, 2015)。製品性能に関するSNSでの投
稿は、既存製品に対する消費者の反応を把握す
ることができる。既存製品への不満や改良点等
のインターネット投稿を収集し、その解決に挑
むことができる。このように分析された情報は、
企業の持続的イノベーションの進展を促進する
という影響があると考えられる。 
6. 破壊的イノベーションへの影響 
ある製品に関するSNSの投稿とその投稿者の
地域、所得水準、或は家族構成員数のような人
口統計のデータを同時に利用することで、市場
に存在する他社の製品のコンセプトと消費者の
間のギャップを分析することができる。このよ
うな分析は既存の製品の過度仕様を把握するに
も繋がる。つまり、製品性能の高度化に対して
興味を示さない顧客層に対するアプロ チを可
能にする。これは、ローエンド型イノベーショ
ンに、間接的に影響を与えると考えることがで
きる。したがって、ビックデータは、ローエン
ド型イノベーションを促進するという影響があ
ると考えられる  
SNS等で現在の製品に対する評価が取れるこ
とから、新奇製品の市場投入に対して、市場の
反応を受けるは可能である。この新奇な製品に
対する情報の拡散がモニタリングできれば、新
市場型イノベーションの出現の把握が可能であ
る。例えば、情報伝達のハブとなるユーザを特
定し、ユーザの反応を分析することもできる。
つまり、新市場型イノベーションの評価の方法
として利用することを意味する。 かし、新奇
な製品の開発企画にまでは、利用されにくい部
分がある。これに関しては、ビックデータが持
つデータの質の問題が存在すると考えられる。
つまり、ビックデータは、新市場型イノベーシ
ョンには、イノベーションの普及を促進すると
いう間接的な影響があるが、新市場型イノベー
ションの判断材料として利用するような直接影
響はないと考えられる。 
図表3 イノベーションへ データの影響 
 
出所：上記議論 めて著者作成 
139ビックデータがプロダクト イノベーションに与える影響
する情報の発信元の特定・信頼性の評価が困難である。③
不正確なデータが存在する。このような問題は、解決され
つつあるが、ビックデータを活用に課題として残ってい
る。
　特に、このビックデータの認知的な問題は、ビックデー
タが誤った情報を新市場型イノベーションに与える可能性
を含んでおり、この問題は新市場型イノベーションの促進
を阻害する可能性がある。
８ ．おわりに
　本研究は、近年注目を浴びているビックデータがプロダ
クトイノベーション、プロセスイノベーションに与える影
響を調査したものである。
　ビックデータは、持続的イノベーション、ローエンド型
イノベーションに対する情報を把握することが可能であ
る。しかし、現段階では、新市場型イノベーションへの直
接影響はあまり期待できない。さらに、ビックデータは、
情報の質における問題が潜んでおり、ビックデータの分析
が新市場破壊型イノベーションへの阻害要因にもなりえる
と考える。
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